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八
月
七
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
を
会
場
に
、
第
二
十
一
回
と

う
や
子
ど
も
共
和
国
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
も
地
域
の
各
団
体
の
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
、
夏
休
み
の
一

日
を
大
勢
の
小
中
学
生
や
保
育
所

児
ら
が
集
い
、
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
青
年
ら
が
集
め
た
柳

の
木
に
、
子
ど
も
会
毎
に
子
ど
も

た
ち
の
願
い
事
を
記
し
た
短
冊
や

色
と
り
ど
り
の
紙
な
ど
で
七
夕
飾

り
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
、
共
和

国
の
お
金
の
「
レ
ー
ク
」
を
も
ら

っ
て
流
し
ひ
や
む
ぎ
や
焼
き
そ
ば
、

綿
あ
め
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
な
ど
好

み
の
食
べ
物
を
買
っ
て
食
べ
、
射

的
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
夏

休
み
の
一
日
を
、
友
達
と
と
も
に

有
意
義
に
過
ご
し
ま
し
た
。

八
月
二
〜
三
日
と
、
二
十
一
〜

二
十
二
日
に
か
け
、
総
雨
量
が
百

ミ
リ
を
越
す
大
雨
と
な
り
、
村
内

各
地
で
、
被
害
が
で
ま
し
た
。

両
日
と
も
活
発
化
し
た
前
線
の

影
響
に
よ
り
断
続
的
に
大
雨
が
降

り
、
二
〜
三
日
の
総
雨
量
は
百
十

五
ミ
リ
、
二
十
一
〜
二
十
二
日
に

は
百
八．

五
ミ
リ
（
気
象
情
報
シ

ス
テ
ム
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
調
べ
）
と
、

ほ
ぼ
豪
雨
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
の

雨
量
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
の
少
な
い
本
村
に

と
っ
て
今
回
の
被
害
は
大
き
く
、

崖
く
ず
れ
、
土
砂
流
出
、
路
肩
決

壊
な
ど
の
土
木
被
害
が
九
件
、
農

業
被
害
が
十
七
件
に
も
の
ぼ
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
台
風
の
季
節
と
な
り
、

雨
、
風
に
よ
る
災
害
の
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
が
、
気
象
情
報
等

に
留
意
さ
れ
、
降
雨
時
に
は
崖
、

河
川
等
に
は
近
づ
か
な
い
な
ど
、

十
分
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
豪
雨
…
一
時
間
ま
た
は
三
時
間

の
少
な
く
と
も
一
方
が
警
報
基
準

を
超
え
、
か
つ
二
十
四
時
間
の
警

報
基
準
を
超
え
る
大
雨
。

八
月
に
二
度
の
大
雨前

線
通
過
の
影
響

崩
落
し
た
崖
、
土
砂
と
木
は
川
と

道
路
を
ふ
さ
い
だ

子ども会ごとに七夕飾りを競う

スーパーボールすくいに集まった子どもたち


